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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期

第１四半期連結
累計期間

第58期
第１四半期連結
累計期間

第57期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 6,043,4606,100,96330,765,876

経常利益又は経常損失（△）（千円） △77,925 △85,799 336,386

四半期純損失（△）又は当期純利益

（千円）
△111,515△181,581 331,010

四半期包括利益又は包括利益
（千円）

△118,627△189,341 317,013

純資産額（千円） 5,946,9376,138,3596,382,471

総資産額（千円） 18,395,34418,029,72519,656,538

１株当たり四半期純損失金額（△）又

は１株当たり当期純利益金額（円）
△10.18 △16.58 30.22

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 32.3 34.0 32.5

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第57期第１四半期連結累計期間及び第58期

第１四半期連結累計期間において１株当たり四半期純損失であり、また、上表の各第１四半期連結累計期間及

び連結会計年度において潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第57期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

EDINET提出書類

株式会社　守谷商会(E00251)

四半期報告書

 2/15



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会社）

が判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災と原発事故の影響により企業の生産活動の低

下、個人消費の自粛、電力不足への不安などにより、一部に持ち直しの動きがあるものの、経済活動は総じて低調

に推移しました。

　当社グループが中核事業としている建設業界におきましては、公共工事は引き続き減少傾向にあり、経済活動が

低調に推移するなか民間設備投資も停滞しているため、受注価格競争はさらに厳しさを増しております。

　このような環境下にあって、当社グループの連結業績は売上高につきましては 6,100百万円（前年同四半期比

1.0％増）となりました。損益面では、営業損失110百万円（前年同四半期は82百万円の営業損失）、経常損失85百

万円（前年同四半期は77百万円の経常損失）、退職一時金制度の一部を確定拠出年金制度へ移行するため、退職

給付制度改定損として210百万円を特別損失に計上した結果、四半期純損失181百万円（前年同四半期は111百万

円の四半期純損失）となりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

　（建築事業）

　完成工事高は 4,706百万円（前年同四半期比50.3％増）、営業利益は90百万円（前年同四半期比45.5％減）

となりました。

　（土木事業）　

　完成工事高は 1,202百万円（前年同四半期比56.6％減）、営業利益は０百万円（前年同四半期比96.4％減）

となりました。

　（不動産事業）

　不動産事業の売上高は 142百万円（前年同四半期比55.6％増）、営業利益は38百万円（前年同四半期は７百

万円の営業損失）となりました。

　（その他）

　その他の事業は売上高が48百万円（前年同四半期比5.6％減）、営業損失は６百万円（前年同四半期は18百万

円の営業損失）となりました。

　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は７百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 39,000,000

計 39,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月５日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,300,000 同左

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株　

計 11,300,000 同左 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日　

～　

平成23年６月30日　

－ 11,300,000 － 1,712,500 － 1,341,130

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　346,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,930,000 10,930 －

単元未満株式 普通株式　　 24,000 － －

発行済株式総数 11,300,000 － －

総株主の議決権 － 10,930 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の「株式数」及び「議決権の数」には、証券保管振替機構名義の株式がそれぞれ

6,000株及び6個含まれております。

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社守谷商会
長野市南千歳町878番

地
346,000 ― 346,000 3.06

計 － 346,000 ― 346,000 3.06

  （注）当第１四半期会計期間末日現在の保有自己株式数は、346,016株であります。

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 5,176,202 4,360,656

受取手形・完成工事未収入金等 6,060,581 5,140,588

販売用不動産 269,866 183,622

未成工事支出金 580,990 782,349

その他 640,344 608,245

貸倒引当金 △80,755 △66,927

流動資産合計 12,647,229 11,008,535

固定資産

有形固定資産 4,329,951 4,307,367

無形固定資産 34,712 37,512

投資その他の資産

その他 3,614,550 3,646,081

貸倒引当金 △969,905 △969,772

投資その他の資産合計 2,644,644 2,676,309

固定資産合計 7,009,308 7,021,189

資産合計 19,656,538 18,029,725

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 8,114,645 7,270,860

短期借入金 984,320 904,320

未払法人税等 28,531 5,741

未成工事受入金 1,471,385 975,003

賞与引当金 67,478 20,291

完成工事補償引当金 23,563 20,881

その他 411,817 441,738

流動負債合計 11,101,740 9,638,836

固定負債

長期借入金 16,680 15,600

退職給付引当金 1,066,294 710,130

入会保証預り金 1,036,186 1,016,686

その他 53,166 510,114

固定負債合計 2,172,326 2,252,530

負債合計 13,274,067 11,891,366
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,712,500 1,712,500

資本剰余金 1,341,130 1,341,130

利益剰余金 3,414,027 3,177,675

自己株式 △43,855 △43,855

株主資本合計 6,423,802 6,187,450

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △41,331 △49,091

その他の包括利益累計額合計 △41,331 △49,091

純資産合計 6,382,471 6,138,359

負債純資産合計 19,656,538 18,029,725
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 6,043,460 6,100,963

売上原価 5,682,822 5,771,424

売上総利益 360,638 329,538

販売費及び一般管理費 442,750 440,281

営業損失（△） △82,112 △110,743

営業外収益

受取利息 4,213 1,972

受取配当金 3,796 4,809

受取賃貸料 6,020 5,920

入会保証預り金償還益 7,070 12,050

その他 5,944 6,704

営業外収益合計 27,045 31,457

営業外費用

支払利息 22,509 6,505

その他 349 9

営業外費用合計 22,858 6,514

経常損失（△） △77,925 △85,799

特別利益

固定資産売却益 21 －

償却債権取立益 10,020 －

特別利益合計 10,041 －

特別損失

固定資産売却損 26 －

減損損失 3,651 －

投資有価証券評価損 1,368 1,266

貸倒引当金繰入額 16,132 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 21,038 －

退職給付制度改定損 － 210,677

その他 46 －

特別損失合計 42,263 211,943

税金等調整前四半期純損失（△） △110,148 △297,743

法人税、住民税及び事業税 5,933 3,188

法人税等調整額 △4,565 △119,350

法人税等合計 1,367 △116,161

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △111,515 △181,581

四半期純損失（△） △111,515 △181,581
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △111,515 △181,581

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7,111 △7,760

その他の包括利益合計 △7,111 △7,760

四半期包括利益 △118,627 △189,341

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △118,627 △189,341

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

（退職給付制度の変更）

　当社は、平成23年７月１日に退職一時金制度の一部を確定拠出年金制度へ移行することについて、「退職給付制度間

の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号　平成14年１月31日）を適用しております。

　本移行に伴う影響額210,677千円は退職給付制度改定損として特別損失に計上しております。

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四半期

連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除

く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 31,532千円 30,964千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 54,774 5.00平成22年３月31日平成22年６月28日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 54,769 5.00平成23年３月31日平成23年６月27日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

 
報告セグメント

その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額（注）

３
建築事業 土木事業 不動産事業 計

売上高        

外部顧客への売

上高
3,131,7522,768,37291,8955,992,02051,440 － 6,043,460

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

689 1,836 － 2,525 － △2,525 －

計 3,132,4422,770,20891,8955,994,54551,440△2,5256,043,460

セグメント利益又

は損失（△）
165,44321,233△7,080179,595△18,201△243,506△82,112

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゴルフ事業であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△243,506千円には、セグメント間取引消去31,377千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△274,883千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

 
報告セグメント

その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額（注）

３
建築事業 土木事業 不動産事業 計

売上高        

外部顧客への売

上高
4,706,6661,202,777142,9556,052,40048,563 － 6,100,963

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

351 1,049 － 1,400 － △1,400 －

計 4,707,0171,203,826142,9556,053,80048,563△1,4006,100,963

セグメント利益又

は損失（△）
90,118 774 38,047128,940△6,439△233,244△110,743

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゴルフ事業であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△233,244千円には、セグメント間取引消去45,358千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△278,602千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 10円18銭 16円58銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純損失金額（千円） 111,515 181,581

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 111,515 181,581

普通株式の期中平均株式数（株） 10,954,810 10,953,984

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 　

平成23年８月３日

株式会社守谷商会

取締役会　　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 福　井　利　幸　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小　松　　　聡　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 杉　田　昌　則　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社守谷商

会の平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２３年４月１日

から平成２３年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２３年４月１日から平成２３年６月３０日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社守谷商会及び連結子会社の平成２３年６月３０日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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